
令和3年度事業
令和3年 1月 1日から令和3年 12月 31日まで

特定非営利活動法人 野生動物救護獣医師協会

1.事業の成果

昨年に引き続きコロナ禍の厳しい状況にありながらも、これまで通り、傷病野生鳥獣の保護治療活

動を継続的に行うとともに、リモート開催が中心となったものの、野生鳥獣に関わる講習会や、様々

なイベントヘの参加による教育普及活動を展開することができた。

一方、油汚染鳥救護の分野等においても、各種講習会等を通じて専門的な知識や技術を有する人材

を、一定数育成することができた。また、経験豊富な本会関係者等の中から、各方面の求めに応じて

アドバイザー等を派遣し、対応技術等の伝達、および啓発・広報活動等を実践し、一定の成果をあげ

ることができた。同時に、海外の技術者等を対象とする研修会への協力等を通じて、同分野における

国際協力にも貢献することができた。

なお、令和 3年度も先述の通リコロナ禍に見舞われたため、当初の事業計画等を大きく見直し、全

体的に活動が大きく制限される結果となったが、新年度はその鎮静化を期待しつつ、状況を見ながら、

できる限りの活動を新たに展開できるよう検討していきたい。



2.事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事
者の
人数

受益対象者
の範囲及び
人数

支出額
(千円)

(1)傷病野
生動物の救
護と野生復
帰

①正会員病院による傷病野生鳥獣の保護治療 年間 正会員病
院事務局

90名 不特定多数 1014

②人災事故等による緊急救護活動

a)島根県京橋‖:解体工事中の建物のタンクから雨水排水管などを伝
い、重油が周辺に流出。
・情報収集 等

b)長崎県佐世保市沖 航空燃料が流出。
・情報収集 等

c)青森県八戸市沖 パナマ船籍の貨物船が座礁、燃料油が流出

流出油が海岸に到達。人戸市のほか、三沢市、おいらせ町の海岸に

も、油が漂着。流出油が付着したと見られるウミネコが確認される。

・情報収集、関係者と連絡 等

d)福岡県博多湾内 パナマ船籍の貨物船が堤防に乗り上げ座礁。周辺

に重油が流出。
・情報収集 等

o)昨年の7月に、インド洋・モーリシヤス沖で、日本企業の運航する大型

貨物船が座礁し、大量の燃料油が流出した事件に関して、その後も関

係者と連絡を取りながら動向を注視。最終的に、水鳥や海棲哺乳類等

の動物には、日立つた被書を確認することなく事態は経過したが、マン

グローブ林など、重要な植生については大きなダメージを受けた棋様

で、復興には暫く時間を要する状況とのこと.

・本件に関しては、昨年の11月 から12月にかけて現地調査に当たられ

た、(―財)海上災害防止センターの に、WRVニュースレ

ター・118号の誌上において、そのご報告を掲載いただいた。

2月 3日

5月 6日

3月 11日

11月 28日

日野

日野

日野

日野

日野

1名

1名

1名

1名

2名

③『ヒナを拾わないで」キャンペーン

(公財)日本野鳥の会、(公財)日本鳥類保護連盟、WRVによる
三団体協賛事業(ポスター約12万枚作成)

・環境省後援事業
・協賛企業、団体への呼びかけ
・ポスター作成、配布(WRV分40:0∞枚)
・会員、獣医師会、諸団体、協賛企業等への無償配布
・研修会や講習会における配布

1月、2月 事務局

事務局

事務局 3名

3名

3名

不特定多数

(2)病性鑑
定及び疲学
調査

①カルテの集約
・各地の関係病院から

年間 事務局 2名 不特定多数 0

②調査研究
(3)学会報
告、会報、
シンポジウ
ム、講習
会、ホーム
ページ等情
報や技術の
伝達・交流
に必要な活
動

①会報発行(4回 )

担当:

年間 事務局 3名 会員

関係諸団体

7052

②ホームページ維持管理

担当

年間 理事病院

事務局

3名 不特定多数

③メーリングリスト維持管理

担当:

年間 理事病院

事務局

3名 WRV
登録者

④記録集の無償配布
・学会やイベントのブース等で配布(※コロナ禍のため大半は中止)
担当

年間 事務局 3名 随時

⑤学術講習会

a)油汚染鳥救護講習会
・東京環境工科専門学校油汚染水鳥救護実習(※講義はオンライン)

講師
・日本獣医生命科学大学獣医学科野鳥・水鳥救饉実習(※リモート)

講師
・JICAr海外保安実務者のための救護・環境防災研修」(※オンライン)

対応

)月 22日、10月 21E

ll月 4日・11日

2月～3月

2月 17日

12月 7日

東京

日野

日野

大阪

大阪

2名

3名

3名

2名

2名

専門学生

専門学生

大学生

海外・6名

海外・8名

⑥行政、諸団体への講師派遣等

a)野生動物リハビリテーター養成講習会

・神奈川県野生動物リハビリテーター養成講習会

派遣講師

11月 28日

12月 5日

神奈川 4名 リハビリテ…ター

30名



b)帝京科学大学アニマルサイエンス学科敦順異習

派遣講師
・―部の講義についてはリモートで対応

o)帝京科学大学アニマルサイエンス学科油汚染鳥救饉奥習

講師

d)帝京科学大学・アニマルサイエンストビック

派遣講師

→帝京科学大学・『野生動物と展示動物の福祉」

派遣講師:

7月 5日 ～7日

7月 12日～14日

7月 8日・15日

5月 7日

12月 17日

上野原

日野

千住

千住

2名

2名

1名

1名

大学生

大学生

大学生

大学生

⑦研修会等業務姜託

水鳥救腱研修センター業務委託事業(環境省自然環境局)

a)令和2年度姜離事業

担当:
・情報収集ならびに提供
・会場使用管理
・研修会

第3回講師: (※リモートによる講義)
・報告書作成 担当:
・報告書提出

b)令和3年度委託事業

担当
・情報収集ならびに提供

|  ・会場使用管理

1  第1回講師
1  第2回講師
|  ・運営協饉会(※オンラインで開催)
1  対応:

年間

1月～3月

3月

3月

3月 30日

4月～12月

10月 28日 、20日

11月 25日 、26日

9月 10日

日野

野

野

日野

日

日

日

野

野

野

日

日

5名

6名

3名

4名

4名

4名

2名

環境省

10名

15名

13名

環境省、

関係諧団体

(4)野生動物
の傷病・予
防等に関す
ること

①『油汚彙水鳥救饉専門家協機会」運営 隆時 事務局 3名 WRV 0
②内外関係者との協餞、会合への出席及び事業への協力等

●)神奈川県鳥獣総合対策協議会(オンライン)

対応

b)傷痢野生鳥獣保護治療状況確認(※東京都獣医師会・書面)

対応:

o)神奈川傷病鳥獣保護連絡協議会(オンライン)

対応:

3月 24日、8月 27日

11月 19日

7月 6日

3月 12日

神奈川

東京

神奈川

1名

1名

1名

関係者等

関係者等

関係者等

(5)生物多様
性の保全に
関する事

①内外関係者との協議、会合への出席及び事業への協力等

a)環境省水鳥救饉研修センターに目するWebミーティング(環境省)

出席:

b)神奈川県鳥獣総合対策協機会・シカ対策専門部会(Web開催)

出席:

o)超党派愛玩動物を対象とした動物看饉師の国家資格化を目指す

麟員連盟

出席:

d)神奈川県鳥獣総合対策協議会・シカ対策専門部会(書面開催)

対応:

●)山梨県アライグマ捕獲従事者姜威講習会

出席:

つ洋上風カウェビナー「洋上風力発電が島類等に与える影響』

出席:

8)日本コウノトリの会・総会(書面)

対応:

h)オ:″イン・シ:ホ・『洋上風力発電の環境配慮のあり方について」(環境省)

出席
i)東京都外来鳥獣防除対策検討委員会(Wob開催)

出席:
j)Y3マリーナ・マルシエ『海ゴミミュージアム」出晨

対応
k)東京都外来鳥獣防除対策検討委員会・作業部会(Web開催)

出席:

:)令和3年度アライク●・クリ′ウリス防除実施計画検討委員会(Wob開催)

出席:

m)野生動物対策技術研修会・第12回大会(Web開催)
出席: (Web開催)

年間

1月 13日、14日

3月 9日

4月 8日

7月 21日

7月 29日

7月 30日

3月 2日

9月 2日

10月 11日

11月 14日

11月 22日

11月 29日

12月 16日

東京

東京

神奈川

東京

神奈川

山梨

東京

豊岡

東京

東京

神奈川

東京

東京

東京

8名

1名

1名

1名

1名

1名

2名

1名

1名

1名

1名

1名

1名

1名

WRV
関係者等

日係者等

国会議員等

関係者等

関係者等

口係者等

田係者等

関係者等

関係者等

関係者等

関係者等

目係者等

関係者等

4



n)埼玉県小川町勁りう―事業計画に対する希少種口査報告記者発表

出席:

3月 25日 埼玉 1名 目係者等

(0)野生動物
の薇饉施設
に目する事

①犬猶・野生動物救饉センター、自燃環境アカデミー、
東京農工大学、各地動物園等の救餞施設との連携
②ニュースレターにおける施設(活動)紹介

年間 東京 3名 WRV 3

(7)他団体と
の交流

①日本環境災害情報センター(理事団体)

担当

年間 東京 1名 関係団体 46

②曰内組織との連携
●)日本獣医師会

b)野生動物救饉研究会

c)東京都獣医師会

d)各種団体等との連絡協議

日本野鳥の会、日本鳥類保腱連盟、WWF― J、 日本海難防止協会、

日本動物愛饉協会、 日本動物福社協会、日本愛玩動物協会、
日本動物病院協会、日本動物園水族館協会、

動物臨床医学研究所、動物臨床医学会、日本野生動物医学会、

日本臨床獣医学フォーラム、日本小動物獣医師会、

大猶・野生動物救饉センター、自然環境アカデミー、

海上災書防止センター、JICA、 全日の各獣医師会、

各都道府県、環境省、海上保安庁、日本動物看饉学会、

日本獣医生命科学大学.帝京科学大学、東京環境工科専門学校、

全国学校飼育動物獣医師連絡協議会、野生動物リハヒ・リテ→―協会、

猛禽類医学研究所、全国愛鳥教育研究会、日本ヨウノトリの会

爬虫類と両生類の臨床と病理のための研究会

年間

年間 6名

WRV

WRV

③国際機関との連携
:UCN、 :WR3、 lBRRC、 OWCN、 IFAW、 Bird LrO hい m“:on● !、

NOWPAP MERRAC

年間

3名

WRV
関係団体

④国内組織との交流や親陸 年間

1月 14日

1月 17日

2月 4日

2月 20日

3月 6日

3月 14日

3月 19日

4月 24日

5月 11日

5月 10日

5月 25日

6月 23日

6月 5日

6月 5日

0月 13日

6月 23日

7月 9日 ～3月 15日

8月 28日 ～31日

9月 6日～13日

0月 9日

a)かながわポランタリー活動推進墓全21幹事会(書面開催)

対応

b)オカリワラカワラヒワ保全計□づくりWS・オンライン謗演会(Wob開催)

出席

0東京都獣医師連盟総代金
出席:

d)日本獣医師会獣医学術学会年次大会オンライン・セミナー

講師
o)第29回ベンギン会議全国大会(W●b開催)

出席:

0立憲民主党獣医師・獣医療・「ワンヘルス1政治巖員遠盟設立総会
出席:
g)(NPO)丹 沢自然保護協会 植樹
出席
h)南多摩獣医師会定時総会(Web開催)

出席

:)第 75回愛島週間『全国野鳥保置のつどい」(オンライン)

出席

i)日本獣医師連盟役員会

出席
k)令和3年度獣医療学会役員会(Wob開催)

出席
:)日本野生動物医学会理事会

出席
m)東京都獣医師会第10回定時総会

出席
n)第78回日本獣医師会通常総会

出席
o)WJVF第 12回大会(Web開催)
出席
p)日本哺乳類学会 度大会(Wob開催)

出席
q)第 104回日本獣医学会 学術集会(Wob開催)

出席

→埼玉県獣医師会講習会『新型コロナウイルス感染症対策』等(Wob開催)

出席

神奈川

東京

東京

東京

東京

東京

神奈川

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

埼玉

1名

2名

1名

2名

1名

1名

1名

3名

1名

1名

1名

2名

3名

2名

1名

3名

3名

1名

関係者等

関係者等

獣医師等

獣医師等

目係者等

国会議員等

関係者等

獣医師会

関係者等

獣医師等

学会関係者

学会関係者

獣医師会

獣医師会

学会関係者

学会目係者

学会目係者

獣医師会



s)第27回日本野生動物医学会・第14回アゾア保全医学会大会(Web開催)

出席

t)日本鳥学会2021年度総会 (書面)

対応 .
u)第 42回動物臨床医学会年次大会(Web開催)

出席

v)『野生生物と社会」学会・第26回大会(Web開催)

出席

w)全国愛鳥教育研究会 理事会(オンライン)
出席

10月 2日

11月 11日～12月 51

11月 22日

12月 23日

9月 6日～13日 北海道

東京

大阪

岐阜

東京

2名

1名

2名

1名

1名

学会関係者

学会関係者

学会関係者

学会関係者

関係者等

(3)事務局 ①理事会開催

出席

オブザーバー

随 時 インターネット 10名 WRV 618

②令和2年度事業監査(一部郵送)

出席:

3月 3日 事務所 5名 WRV

③令和3年度総会

出席

4月 3日 事務所 7名 WRV

⑤傷病野生鳥獣相談
・電話相談
・インターネット(HP)相談

随時
「
務所、
理事病 |

日野

院等

|

不特定多数

⑥会員管理 随時 事務所 WRV

実施日時 実施場所

事
の
数

従
者
人

受益対象者
の範囲及び
人数

支出額
(千円)事業名 事業内容

随時 事務局 2名 行政

一般

43販売事業 野鳥の救饉マニュアル販売

『野鳥をたすけるはじめの一歩」



全租菫整」語□踵主
令和3年 1月 1日 より 令和3年 12月 31日 まで

(単位 :円 )

科目・事業
特定非営利活動
に 係る事業

その他事業 合計

I 経常収益
1 年会費収入
正会員

ポランティア会員

賛助会員

認定会員
2 事業収入
講習会事業

会報発行事業
P&G油講習会事業
ヒナキャンペーン事業

3 委託事業収入
水鳥救饉研修センター 業務委託

油汚染対策推進研修 業務委託

その他委託事業
4 補助金収入
5 寄付金収入
一般寄付金
―般救饉活動寄付金

油汚染救護活動寄付金
6 収益事業/図書販売収入
7 預金利息
8 雑収入
経常収益 計

肛 経常費用
1 事業費
(1)人件費
給料手当

法定福利費

福利厚生費
人件費 計

(2)その他経費
製品原価

諸謝金

旅費交通費

通信費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

事務用品費

会議費
文献資料費

租税公課

水道光熱費
運搬費

, 諸会費｀
支払手数料

家賃地代

研究開発費

寄付金

講習研修費

修繕費
保険料

雑費
その他経費 計

事業費 計

794,000

794,000

460,000

460,000

7,786,545

7,786,545

97,185

97,185

302
264,530

354

794,000

794!000

460,000

460,000

7,786,545

7,786,545

97,185

97,185

264,530

656

264.884 9。ど‖D2.916

3,401!800

339,008

3,401,800

339,008

3,740,808 3.740.808

476,871

128,372

207,273

23,982

703,926

13,959

20,000

580
272,711

40,000

130,000

40,140

2,61 4

40,140

476,871

128,372

207,273

23,982

703,926

13,959

20,000

580
275,325

40,000

1 30!000

2.017.674 42.754 2.060,428

5.758,482 42,754 5,801,236

9。 138.032



1 管理費
(1)人件費
給料手当

法定福利費

福利厚生費

人件費 計

(2)その他経費
製品原価

諸謝金

旅費交通費

通信費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

事務用品費

会議費

文献資料費

租税公課

水道光熱費

運搬費

諸会費

支払手数料

家賃地代

研究開発費

寄付金

講習研修費

修繕費

保険料

支払報酬

雑費
その他経費 計

管理費 計

経常費用 計

当期経常増減額

皿 経常外収益
Ⅳ  経常外費用
経理区分振替額

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

税引後当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

540,000 540,000

目【【瞑OII10】

61,140

351,246

12,012

136,408

525,534

80,447

11,470

39,971

972,000

675,400

61,140

351,246

12,012

136,408

525,534

80,447

11,470

39,971

972,000

675,400

2.865.628 囲【:IIT:予I劇

3.405.628 電 :“雨II予I:用

9.164.110 42.754 「口

"OI:T:I覆

1

-26.078 222_130 FII輌嘔ワ

196,052

70_000

126,052

38_342.521
3846R_573



全祉二劉菫_塁勤謹塞蒙亜底

令和 3年 1月 1日 より 令和 3年12月 31日 まで

財団基金会計
.一
般会計合計

.(公
益目的事業 )

収益事業

(図書販売 )
野生動物の救護施設
に関する事業

他団体との交流学会報告、会報、シ
ンポジウム、講習会

野生動物の傷病予

防に関する事業

生物多様性の保
全に関する事業

傷病野生動物の救

護と野生復帰

病性鑑定 及び

疫学調査科目。事業

354

7.786,545

7,786.545

一

一

一

一

一

０
．
００〇

二

一

０
．
００〇

一

¨

一

一

¨

‐

・

０００

‐
，

００〇

一

一

一

一

一

経常収益

1 年会費収入
正会員

ボランティア会員

賛助会員

認定会員

2 事業収入
講習会事業

会報発行事業

P&G油講習会事業
ヒナキヤンペーン事業

3 委託事業収入
水鳥救護研修センター 業務委託

油汚染対策推進研修 業務委託

その他委託事業

4 補助金収入
5 寄付金収入
一般寄付金

一般救護活動寄付金
金付

，

寄

収

動
涜
活

販糠狂
汚

業油辞収
預金利息

雑収入

3.40:,800

339,008

3.740,808

二

３２

一

一

一

一

一

一

一

一

‥

００

，
２１

　

　

　

　

　

　

　

　

・
０

４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

４０

一

〇〇〇

５８０

８９５

一

一

一

一

一

〇〇０

一

13,959

476,871

122.260

194.513

23,982

484.336

1,880

12,760

Ⅱ 経常費用
1 人件費
給料手当

法定福利費

福利厚生費

人件費 計

2 その他経費
製品原価

諸謝金

旅費交通費

通信費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

事務用品費

会議費

文献資料費

租税公課

水道光熱費

運搬費

諸会費

支払手数料

家賃地代

研究開発費

寄付金

講習研修費

修経費

保険料

支払報酬

雑費 2017674 427541662396311.046その他経費 計
44.2325403_204311046経常費用 計 -2-44232149954当期経常増減額

本部会計その他事業

7,786.545

.   476.871

128.372

207.273

23.982

703.926

13,959

272.711

40.000



金饉塵豊』勘ユ範蒙亜は
令和 3年 1月 1日 より 令和 3年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人 野生動物救護獣医師会

財団基金会
計

~根
云 訂 百 訂

(公益 目 的 事.  
建螢ヽ

収益事業
(図書販売 )

野 王 期 初 の 秋 置

施 設 に 関 す る 事

当

他団体と
の交流

里7■期物 υノ1易
'内予防に関する事

豊

王 物 多ほ 1■の

保全に関する事
掌

病性鑑定 及
び 疫学調査

字 雲 報 告 芸 報 、

シンポジウム、講習
湯 柄野王 期物

の救護と野生 復
ヨ
需

科日・事業

1 年会費収入
正会員
ボランティア会員

賛助会員
認定会員

2 事業収入
講習会事業
会報発行事業
P&G油講習会事業
ヒナキヤンペーン事業

3 委託事業収入 960,000
水鳥救護研修セン
ター 業務委託
油汚染対策推進研修
業務委託
その他委託事業

収益事業/図書販売収入
預金利息

一般寄付金
一般救護活動寄付金

一
　

〇０

ニ

　

二

　

一　

一

２９

一

4 補助金収入
5 寄付金収入

960.029経常収益 計

696,000

‐
  910

1,210

二

　

二

　

二

　

二

　

二

　

二

　

一
　

二

　

一
　

二

　

一
　

二

　

一

給料手当

法定福利費

福利厚生費
人件費 計
その他経費

製品原価

諸謝金

旅費交通費
通信費
消耗品費

印刷製本費

賃借料
事務用品費
会議費
文献資料費
租税公課
水道光熱費
運搬費
諸会費
支払手数料
家賃地代
研究開発費
寄付金
講習研修費
修繕費
保険料
支払報酬

雑費

Ⅱ
~経
常費用
~

1 人件費

1698.120698,120その他経費 計
698.120698,120経常費用 計
261_909261 909当期経常増減額

支部会計その他事業

29

|||■ ■ |_ . .

11111.6bi“ o

60.000

二

６ｏ

５６

一

一

一

一

二

一

二

一

〇〇

〇〇

|_89フ

_:.952_

/



令和3年度活動計算書合計 本部口東京支部・神奈川支部

令和3年 1月 1日 ～令和3年 12月 31日

794,000 2,000 796,000

460,000 ｎ
ｖ 2,077,100 2,537,100

7,786,545 960,000 ｎ
〉 8,746,545

ハ
Ｕ 50,000 50,000

97,185 ｎ
〉

ｎ
〉 97,185

264,530 264,530

ｎ
〉

656 29 Ｅ
０ 690

ｎ
〉

ｎ

ｖ

ｎ

Ｖ
ｎ
〉

ｎ
〉

9,402,916 960,029 2,129,105 12,492,050

696.000 2.026.914 8.524,1505,801,236

2,880,928 246.160 ハ
Ｕ 3.127,088

524,700 ｎ

ｖ
ｎ
〉 524,700

ハ
Ｕ

ｎ

ｖ

∩

ｖ

9,206,864 942,160 2,026,914 12,175,938

196,052 17,869 02 9 316,112

70.000 70,000

38.342.521 2.320.360 673.626 41,336,507

38,468,573 2,338.229 775,817 41,582.619

1料日1事業 本部二般 1東京支部 1神奈川支部 |1総合計

会費収入

事 業収 入|

番託金」又入

補助金収 入

寄付金収 入

販売亮上高

義嵯金収入

受取利息

繰入金収入

雑収入

収 入合計

事業替

管理着

1租税公課 (1消 1費税:‐)

財団設立基金繰入 |

支出合計

当期収支差額

法人税等充当金

前期繰越金

次期繰越金



壼睡釦菫_ヨ匪饉墜

特定非営利活動法人 野生動物救護獣医師会 東京都支部

(単位:円 )

科目・事業
特定非営利活動
に 係る事業

その他事業 合計

: 経常収益
1 年会費収入
正会員

ポランティア会員

賛助会員

認定会員
2 事業収入
講習会事業

会報発行事業
P&G油講習会事業
ヒナキヤンペーン事業

3 委託事業収入
水鳥救饉研修センター栞務委託

油汚染対策推進研修 業務委託

その他委託事業
4 補助金収入
5 寄付金収入
一般寄付金
一般枚饉活動寄付金

油汚染救饉活動寄付金
6

7

8

収益事業/図書販売収入
預金利息

雑収入
経常収益 計

I 経常費用
1 事業費
(1)人件費
給料手当

法定福利費
福利厚生費
人件費 計

(2)その他経費
製品原価

諸開金

旅費交通費

通信費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

事務用品費
会議費

文献資料費

租税公課

水道光熱費

運搬費

諸会費
支払手数料
憲賃地代

研究開発費

寄付金

講習研修費

修繕費
保険料

雑費
その他経費 計

事業費 計

960,000

960,000

29

960,000

960,000

29

師III露】 朦I1011シ II:】

696,000 696,000

師Πttn 696,000
696_000 師Π師圃



管理費

(1)人件費
給料手当

法定福利費

福利厚生費
人件費 計

(2)その他経費
製品原価

諸謝金

旅費交通費
通信費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

事務用品費
会議費

文献資料費

租税公課

水道光熱費
運搬費

諸会費

支払手数料

家賃地代

研究開発費

寄付金

講習研修費

修繕費

保険料

雑費

その他経費 計

管理費 計

経常費用 計

当期経常増減額

経常外収益

経常外費用

経理区分振替額

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

税引後当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

皿

Ⅳ

60,000 60,000

60,000 60,000

6,160

180,000

6,160

180,000

186.160 186,160

246.160 246,160

942,160 942.160

17,869 17,869

17,869

17,869

17,869

2=3201360

2.338_229



3 28

令和 3年度 活動計算書

令和 3年  1月  1日 から 令和 3年 12月  31日 まで

特定非営利活動法人 野生動物救護獣医師協会神奈川支部

1単位 :円 |

科
日
Ｈ 金 額

I 経常収益
1 受取会費  _́.
正会員受取会費

:ヾ

賛助会員受取会費
ホ
゛
ランティア会員受取会費
2 受取寄附金
受取寄附金
3 受取助成金等
受取補助金
4 事業収益
事業収益
5 その他収益
受取利息
雑収入
経常収益計
Ⅱ 経常費用
1 事業費
(1)人件費
給料手当
人件費計
(2)その他経費
諸謝金
旅費交通費
通信費
消耗品費
印刷製本費
賃借料
事務消耗品費
会議費
運搬費
水道光熱費
諸会費
支払手数料
講習研修費
保険料
その他経費計
事業費計
2 管理費
管理費計
経常費用計
当期経常増減額
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

2,000 2,000

0

50,000

2,077,100

5

102,191

102,191

ｎ

Ｖ

50,000

2,077,100

5

0

0

2,026,914

532,000
238,680
271,709
43,760
250,600
408,200
91,755
2,263
690
53,729
2,000
77,278
0

54.250
2,026,914

775_817



」通日饉整二五訓田田鵬菫

令和 3年 1月 1日から,和・3年 12月 31日まで

特定捕 利活山銚 野生助枷颯菫獣■口協鋪 奈川支

“

ョ機公誅(消費磯) 共通 | 合 :汁爵口1彙七餞套1義 管理費蹴憩醐蹴餞朧
.凛議縣ぶ

~~|

豊1鳳叡蠍懲1盆曇禽底熙主|
働割監
購畑麗野彎1轟歯●郷 物め載菫と由・壁饉摯 戯塑鯉艶認臨科目1事業:

2om 2000

0

‐m.o"

l■07il∞

一
　
　
　
　
　
―
　
一̈　
　
　
　
　
．　
　
　
一
・
　
　
「

I経常収益
1受取会費

年会貴収入

2受取寄附金
寄付金収入

3:憂取助由金寺

補助金収入

4韓 嘘
韓 麒

5その他収益

彙取莉息

撮肛■.

2■ 2■m秘 饉 歯 彗 1肝

二̈

　
　
　
　
一
　
　
　
二

　
　
　
　
¨
　
　
　
　
一
　
　
　
一̈
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一　
　
　
　
一〕
　
　
　
¨
・　
　
　
一一
　
　
　
　
´
　
　
　
一

“

20由

2■000

271,700

43,700

2",3Ю

4“
=2Ю

91,755

2′03

",7290"
2μЮ

77,278

.0

0

54,2"

．　
．薗
２

一二

　
　
¨
　

一　
　

Ｆ
　

一
　
　
，
　

●

　

一
　

■

　

二

・
　

＾
　
　

　̈
　
Ｔ

旺 E

I経常費用
1人件費

綸料手当

人伴彙汁
2その他経費
諸調金
:旅
費交通費

通信費

‐消耗品費

印刷製ホ費
賃僣料‐
.事

寝用品費

会議贅

水道光熱費

題搬費

縮会費

支払手数料:

講習研修費

修繕費

保険料

,0,001」2_6鶴 200ロI ilr?6tみめ鮨 盤 ●・鮮 .4_981 F

202610142G拗 日TRT2.0281:84=761麟営書 用 ‖・ ■900
,nn6 10夕」01´っ■m `38■500

=2■
20■7■384



令和3年度 貸借対照表
令和 3年 12月 31日現在

特定非営利活動法人 野生動物教饉獣医師協会

(単位 :円 )

科 目

I資産の部
1.流動資産
現  金
小口現金
普通預金
郵便預金
定期預金
未収金
立警金

流動資産合計
2.棚卸資産
事業商品
棚卸資産合計

3.特定資産
財団設立準備基金

資 産 合 計
I負債の部
1.流動負債

未払金
前受金
預り金
仮受金
未払法人税等
未払消費税等
流動負債合計

負 債 合 計

Ⅲ正味財産の部
前期繰越正味財産
当期正味財産増減額
正味財産合計

負債及び正味財産合計

144,280

52,025

9,1“13,856

10,413,779

14,000,000

2,345,100

1,213,832

38,113,472

1

.669

2.202.120

2.202.120

3.316.696

3.810.696

1,900,563

0
54,306

0
70,000

524,〔引00

2.549.669

41,330,507

246.112
41.582.019

44).132.238



令和3年度 計算書類の注記
特定非営利活動法人 野生動物救護獣医師協会

1.重要な会計方針

(1)固定資産の減価償却の方法
該当事項ありません

(2)引当金の計上基準
該当事項ありません

(3)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当事項ありません

(4)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によつています。

2.事業別損益の状況

活動計算書内訳表を参照

3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
該当事項ありません

4.使途等が制約された寄付金等の内訳
該当事項ありません

5.固定資産の増減内訳

6.借入金の増減内訳
該当事項ありません

7.役員及びその近親者との取引の内容
該当事項ありません

8.その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の
増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費の按分方法
各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、給料手当、福利厚生費
旅費交通費及び支払家賃については従事割合に基づき按分しています。

肝夏FTT □□ 減少 既 :IMI爾 囲翼吾ヨロコ

日議日日

目 ]扉 3.810.000 3,810,000 3.810.000

DIコ 願□ ΠほF 師 覆

合計 3.816.342 願口 目IBCI 3.310.696



令和3年度 財産目録
令和 3年 12月 31日現在

特定非営利活動法人 野生動物救饉獣医師協会

(単位 :円 )

科 目

1責産の部
1.流動資産
現金
小口現金
郵便局(一般)富士見郵便局
郵便局(人災募金) 同上
郵便局〈旧人災募金)同上
郵便局(油汚染募金)同上
郵便局(救饉センター募金)同上
郵便局(神奈川支部)大和郵便局
普通預金 (一般)三井住友銀行立川支店
普通預金 (東京都支部)三井住友銀行立川支店
普通預金 (事業口用)  同上
普通預金(助成金用)  同上
普通預金(事業商品用) 同上
普通預金(神奈川支部)横浜銀行大和支店
定期預金 三井住友銀行立川支店
未収金
令和2年度水鳥救護研修センター委託金収入
神奈川支部(事業収入)
東京都支部会計立書金
神奈川支都会計立替全

流動責産合計
2.棚卸資産
事業商品 記録集2(0冊)

記録集3(325冊 )
記録集4(215冊 )

“

録集5(450冊 )
記録集6(625冊 )
記録集7(135冊 )
鉛中毒ビデオ(0本 )
鉛中毒小冊子(0冊 )
水鳥救護マニュアル(0冊 )
収益事業
ヒナマニュアル(940冊 )
棚卸資産合計

3_特定資産
財団設立準備基金
定期預金 三井住友銀行立川支店
普通預金 三井住友銀行立川支店

.特定資産合計
資 産 合 計
I負債の部
1.流動負債

未払金
前受金
預かり金
源泉所得税預かり金
住民税預かり金
仮受金
未払法人税等
未払消費税等

流動負債合計
負 債 合 計
正 味 財 産

144,280

52,625
9,889,739

8,530

0
0
0

515,510
5■7Q907
3,:"`7,587

92,332
2,576

0
830■54
14,000p00

2,213,100

132,000

1,213,832

0

11

1

1

0
325,000
322,500
450,000

025,OKHD

270,000
0
0
0

200.620

3,810,000

0.696

3.816.096

1,900.503

0

54,306

0
7QⅨЮ
524,800

2,("19,669

41.582.619

囲
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令和3年度役員名簿及び
名簿のうち前年において報酬を受けたことがある者の名簿

令和3年 1月 1日から令和3年12月 31日まで

特定非営利活動法人 野生動物救護獣医師協会

役 名
(フリガナ)
氏名

就任期間
報酬を受けた
期 間

理事
オオクホ
・ タケヒコ

大窪 武蔵

R3.1.1～

R3.12.31
無し

理事

コマツ ヤスシ

小松 泰史

R3.1.1～

R3.12.31
無し

理事

タムカイ ケンイチ

日向 健―

R3.1.1～

R3.12.31
無し

理事

ナカツ ススム

中津 賞

R3.1.1～

R3.12.31
無し

理事

ニイツ
°
マ イサオ

新妻 勲夫

R3.1.1～

R3.12.31
無し

理事

カトウ タクヤ

加藤 卓也

R3.1.1^′

R3.12.31
無し

理事

コヤママサト

小山 正人

R3.1.1^´

R3.12.31
無し

理事

ナカカ
・
ワキヨシ

中川 清志

R3.1.1^′

R3.12.31
無し

監事
クラハ
‐
ヤシ ケイタロウ

倉林 意太郎

R3.1.1^′

R3.3.31

無し

監事

マチタ
・ タタ・ヒコ

町日 忠彦

R3■ .1～

R3.12.31
無し

監事

タカハシ ツネヒコ

高橋 恒彦

“

R34.1～

R3.12.31
無し



社員のうち10名以上の者の名簿

特定非営利活動法人 野生動物救饉獣医師協会

令和3年12月 31日現在

氏名

石橋 徹

大窪 武彦
，

“

●

リ 中川 清志

ａ

“ 小松 泰史

月

） 日向 健―

ｎ

ｖ 中津 賞

■
′ 新妻 勲夫

●
● 加藤 卓也

０

） 小山 正人

皆川 康雄10


